がった 経歴 を 秘め かくして 静かに 横たわつ ている。 一 

つ 一 つが 貴重な ロゼッタ スト ー ン である。 その 表面と 

内部に はお そらく 数百 ぺ ー ジ にも 印刷し 切れない だけ 

の 「記録」 が 包蔵され ている。 悲しい ことに はわれ わ 

ヒ エロ グリフ 

れは まだ、 その 聖 文字 を 読み ほごす 知能が 恵まれて い 

ない。 

数 分の 休息と 三片の キャラメルで 自分の 体内の 血液 

の 成分が 正常に 復 したと 見えて すっかり 元気 を 取り も 

どして ひと 息に 頂上まで たどりつく ことができた。 

頂上に は D 研究所の T 理 学士が 天文の 観測 をす るた 

めに もう 十数 日 来 テント を 張って 滞在して いる。 バン 



ベル ヒの天 頂 儀 をす え 付けて 天頂 近く 子午線 を 通 

過す る 星 を 観測して この 地点の 緯度 を できるだけ 精密 

に 測定して おく、 そうして 他日 また 同じ 観測 を 繰り返 

して、 この 地点が 火山活動の 影響の ために いくらかで 

も 移動す るか どうか を 験 出しようと いうので ある。 

観測 器械 を 入れた テ ントの そば に は 無線電信 受信 用 

の アンテナが 張って ある。 毎日 午前 十一 時と かに 東京 

天文台から 放送され る 時報 を 受け取って クロノ メ— 

タ ー の 時差 を 験す るた めで ある。 

この テントから 少し 北に 離れて 住居 用の 長方形 テン 

トが 張って ある。 ここが T 君と 陸地 測量 部から 派遣 さ 



ぐらいの 粒が 十ぐ らいず つかた ま つて ころが つてい る 

きのこ 

蕈 の 類 かと 思って 二 つに 割って みたら 何 か 草食 獣の 

糞ら しく 中 は ほとんど 植物の 繊維ば かりで つまって い 

る。 同じよう なので また 直径が 一倍 半く らい 大きい の 

がそろ つ て 集団 をな している。 

この 二種の 糞 を 拾って 行って 老測 夫に 鑑定しても 

ら つ たら どちらも うさぎの 糞で、 小さ い の は 子う さぎ 

大き い の は 親う さぎ の だとい う。 さすが に 父 だ か 母 だ 

か は 糞で はわから ない らしい。 このう さぎ を 捕獲 すれ 

ばんさん 

ば テ ン ト 内の 晚餐を にぎわす- J とがで きる がな か な か 

容易に は 捕れない そうで ある。 出歩く 道が わかれば わ 



なを 掛ける といい そうで あるが その 道が なかなか わか 

ら ない と言う。 それ はとに かく、 こんな はげ 山の頂に 

うさぎが 何 を 求めて 歩いて いるの か、 また 蜘蛛 や 甲虫 

や 蝶な どと いかなる 「社会」 を 作って いるの か 愚かな 

人間に は 想像が つかない ので ある。 

帰りに は T 君が ふもとまで 送って 来て くれた。 途中 

で 拾った 小さな 火山弾の 標本 をお みやげに もら つ た。 

T 君の 住まい は 玄関から 座敷まで 百 何十 メ— トル 登ら 

なければ ならない ので ある。 観測の 成 効 を 祈りつつ 別 

れを つげた。 

往路に 若い 男女の 二人連れが 自分た ちの 一 行 を 追い 



しぶりで 天頂に 星が きらきら 輝いて いるの が 見えた。 

T 君が 今夜 は 一 晚星 をね らいながら 明かす ことで あろ 

うと 思 つ て 寝床に はい つ た。 

寝ながら、 T 君の 小 浅 間 頂上の テント 生活と、 近代 

青年 男女の 間に 流行す る いわゆる キャンプ 生活との 対 

照 を 思い浮かべて みた。 後者の ままごと 式の 野営 生活 

もた しかに 愉快で も ありまた いろいろな 意味で 有益で 

ざん まい 

はあろう が、 しかし、 前者の 体験す る 三昧の 境地 はお 

そらく 王侯と いえ ども 味わう 機会の 少ない もので あつ 

て、 ただ 人類の 知恵の ために 重い 責任 を 負うて 無我な 

真剣な 努力に 精進す る 人間に のみ 恵まれた 最大の ラキ 



ジ ュ リ— ではない かとい う 気がする のであった。 

まう まつ 

そんな こと を 考えながら、 T 君の 山男の ような 蓬 髪 

かいきん 

とし わくち やによ ごれ やつれた 開襟シャツの 勇ましい 

さっそう 

いで 立ち を、 スマ ー トな 近代的 ハイ 力— の 颯爽た る 風 

姿と 思い 比べて いるう ちに、 いっか 快い 眠りに 落ちて 

行った ことであった。 

(昭和 十 年 九月、 東京 朝日 新聞) 
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